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JAニュース
い
わ
み
中
央
地
区
本
部
は

旭
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

９
月
２
日
、
令
和
７
年
産
米
の

初
検
査
式
を
行
い
ま
し
た
。
検

査
は
買
入
前
の
品
質
チ
ェ
ッ
ク

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
当
日

集
荷
さ
れ
た
９
８
６
袋
に
つ
い

て
、
規
定
の
検
査
項
目
に
基
づ

き
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

１
等
米
の
比
率
は
77
・
６
％

と
な
り
、
全
体
と
し
て
高
い
品

質
水
準
を
示
し
ま
し
た
。

ま
た
、
同
日
は
検
査
員
15

名
が
集
ま
り
、
本
年
度
の
目
合

わ
せ
も
兼
ね
て
行
い
ま
し
た
。

初
検
査
に
あ
た
り
当
地
区

本
部
佐
々
木
豊
本
部
長
は 

「
検

査
員
に
は
公
正
か
つ
適
正
な
検

査
を
求
め
る
。
生
産
者
が
丹
精

込
め
て
作
っ
た
米
を
大
切
に
扱

い
、
米
の
概
算
金
は
過
去
最
高
額
を
つ
け
て
い
る
。
年
間
を

通
し
て
安
定
供
給
で
き
る
よ
う
、
一
袋
で
も
多
く
集
荷
を
進

め
て
い
き
た
い
」
と
伝
え
ま
し
た
。

当
地
区
本
部
で
は
「
年
間
を
通
し
て
の
安
定
供
給
」
を

見
据
え
、
今
後
も
集
荷
体
制
の
強
化
と
品
質
管
理
の
高
度
化

を
推
進
し
ま
す
。
生
産
者
の
所
得
向
上
と
消
費
者
の
皆
さ
ま

へ
米
が
安
定
し
て
供
給
さ
れ
る
こ
と
、
安
全
・
安
心
の
両
立

を
継
続
し
て
お
届
け
し
て
い
き
ま
す
。

い
わ
み
中
央
ぶ
ど
う
部
会
は
９
月
６
日
、
浜
田
市
の
当
地

区
本
部
農
産
物
総
合
集
出
荷
施
設
で
「
ぶ
ど
う
祭
り
」
を
開
き

ま
し
た
。
管
内
産
ブ
ド
ウ
の
Ｐ
Ｒ
と
地

域
交
流
を
目
的
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
実
施
し
ま
し
た
。
特
別
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
購
入
者
へ
の
ピ
オ
ー
ネ
詰
め
放
題

と
石
見
神
楽
の
公
演
を
行
い
、
ブ
ド
ウ

の
魅
力
を
直
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
ブ
ド
ウ
の
品
質
の
高

さ
を
生
産
者
自
ら
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も

に
、
来
場
者
と
の
直
接
対
話
を
通
じ
て

販
路
拡
大
の
ヒ
ン
ト
を
拾
う
場
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
連
れ
な
ど
家

族
単
位
の
来
場
も
多
く
、
地
域
の
交
流

が
深
ま
り
ま
し
た
。

同
部
会
の
中
下
祐
介
部
会
長
は
「
今

年
は
着
色
も
よ
く
例
年
よ
り
約
１
週
間

早
く
出
荷
が
始
ま
っ
た
。
今
後
も
地
域

の
ぶ
ど
う
の
価
値
を
高
め
る
取
り
組
み

を
継
続
し
て
い
く
」
と
話
し
ま
し
た
。

同
地
区
本
部
の
担
当
者
は
「
地
域

の
農
産
物
の
魅
力
を
広
く
伝
え
、
次
年

度
以
降
の
販
路
開
拓
に
つ
な
げ
た
い
」

と
意
欲
を
語
り
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
は
販
売
高
４
６
，

０
０
０
千
円
、
26
ト
ン
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。

い
わ
み
中
央
地
区
本
部

米
初
検
査
を
実
施

ぶ
ど
う
祭
り
で

管
内
産
ぶ
ど
う
の
魅
力
を
発
信

８
月
23
日
、
益
田
市

西
部
家
畜
市
場
に
お
い

て
、
第
５
回
西
部
地
区

種
畜
共
進
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
種
畜
共
進
会

は
、
発
育
、
体
形
、
資

質
な
ど
が
評
価
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
い
わ
み

中
央
地
区
本
部
３
頭
、

西
い
わ
み
地
区
本
部
10

頭
を
出
品
し
、
当
地
区

本
部
管
内
の
佐
々
木
健

二
さ
ん
の
愛
牛
「
ま
ひ

る
号
」
が
特
選
賞
二
席

を
受
賞
し
ま
し
た
。

又
、
９
月
27
日
開
催

の
島
根
県
種
畜
共
進
会

へ
出
品
さ
れ
た
佐
々
木

さ
ん
の
ま
ひ
る
号
は
、

若
雌
牛
区
に
て
見
事
優

秀
賞
首
席
を
受
賞
し
ま

し
た
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

（
令
和
７
年
度
島
根

県
種
畜
共
進
会
に
つ
き

ま
し
て
は
Ｐ
７
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。）

優
秀
な
牛
が
大
集
合

～
西
部
地
区
種
畜
共
進
会
～

【西部地区種畜共進会】	 ＊敬称略

区　分 名号 地区 出品者

特選賞　二席 ま ひ る 江津市 佐々木　健二

優 秀 賞 はるただ３ 弥栄町 （株）佐々木牧場

優 良 賞 きたみつひさ 弥栄町 （株）佐々木牧場

い
わ
み
中
央
地
区
本
部

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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JAニュース

Ｊ
Ａ
カ
ッ
プ
第
42

回
島
根
県
学
童
軟
式

野
球
選
手
権
大
会
の

予
選
が
浜
田
地
区
、

江
津
・
邑
智
地
区
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

浜
田
地
区
予
選

は
、
９
月
13
日
・
14

日
に
５
チ
ー
ム
が
参

加
し
、
三
隅
少
年
野

球
ク
ラ
ブ
が
２
年
連

続
15
度
目
の
優
勝
を

飾
り
ま
し
た
。

江
津
・
邑
智
地
区

予
選
は
、
９
月
13
日

に
４
チ
ー
ム
が
参
加

し
、
Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ
ベ
ー

ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
が

こ
ち
ら
も
２
年
連
続

で
の
優
勝
と
な
り
ま

し
た
。

両
地
区
予
選
と
も

球
児
た
ち
は
野
球
が

出
来
る
こ
と
に
感
謝

し
、
一
投
一
打
に
思

い
を
込
め
、
熱
い
プ

レ
ー
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
は
、
９
月
１
日
に
地

域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、
島
根
県

が
進
め
る
「
島
根
創
生
計
画
」
お
よ
び

各
市
町
村
が
進
め
る「
子
育
て
支
援
策
」

に
賛
同
し
、
浜
田
市
と
江
津
市
に
ア
ン

パ
ン
マ
ン
母
子
手
帳
ケ
ー
ス
を
寄
贈
い

た
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
と
し
て
も
更
に
広
く

子
育
て
世
代
を
支
援
し
「
人
口
減
少
に

打
ち
勝
ち
、
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
島
根
を

つ
く
る
」
と
い
う
「『
島
根
創
生
計
画
』

の
目
指
す
将
来
像
」
へ
貢
献
で
き
る
よ

う
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

Ｊ
Ａ
カ
ッ
プ
学
童
軟
式
野
球

ア
ン
パ
ン
マ
ン

母
子
手
帳
ケ
ー
ス
贈
呈

ふふれれああいい農農業業体体験験塾塾

いわみ中央地区本部では８月24日、ふれあいホールにて「ふれ
あい農業体験塾 夏休み企画」を開催し、15世帯41名にご参加い
ただきました。

今回は「お米」をテーマに、紙芝居でお米の生育や食卓に届くまでの流れを学んだ後、JAこども雑誌
ちゃぐりん８月号を活用し、親子で焼きとうもろこし味・枝豆塩こんぶ味のおにぎり作りに挑戦しました。
さらに、金城加工友の会の皆さんのご協力のもと、昔懐かしいポン菓子作りも体験。香ばしい香りや大

きな音に、子どもたちから歓声が上がりました。
また、お楽しみイベントとしてスイカ割りも

実施し、夏の思い出を作ることができました。
参加者からは「家庭ではできない体験ができた」

「大きなスイカでのスイカ割りが楽しかった」
などの感想が寄せられました。

今後も、食と農の大切さを伝える体験イベン
トを開催していきます。皆さまのご参加をお待
ちしております。

夏休み企画

江津・邑智地区優勝　Ｋｉｄｓベースボールクラブ江津・邑智地区優勝　Ｋｉｄｓベースボールクラブ 浜田地区優勝　三隅少年野球クラブ浜田地区優勝　三隅少年野球クラブ

い
わ
み
中
央
地
区
本
部

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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JA女子大学８期生は９月16日、益田市遠田町にある西部家畜市場を
訪問し、子牛市場を見学しました。今回の見学は、８月に行なった「お
肉の勉強」講座で牛の品種や牛肉の規格について座学で学んだ内容を、
実際の畜産現場で体感し理解を深めることを目的としています。市場
に到着した学生たちは、牛舎でつながれている子牛たちを間近で観察。
体重が300㎏以上ある子牛の大きさに驚きつつ、恐る恐るなでてみる
など、普段なかなかできない体験を楽しみました。その後、JA職員か

らセリ市場の会場説明や市場名簿の見方、落札方法について説明を受
け、子牛が１頭ごとに競り落とされる様子を真剣なまなざしで見学し
ました。学生からは、「この牛がいずれお肉になり私たちの食卓に上が
るかもしれないと思うと感慨深い」「命をいただくことの重みを改めて
感じた」などの声が聞かれ、生産者や畜産現場を知る貴重な機会になっ
たようです。JA女子大学では、今後も座学と現場体験を組み合わせた
実践的な学びを通じて、食と農の大切さを次世代に伝えていきます。

８期生９月講座「子牛市場見学」

ヘチ
マ
化
粧
水
作
り～

上
府
女
性
部
～

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
いわ
み
中
央
女
性
部

「
フ
レ
ッ
シ
ュミ
ズ
部
会
」を
設
立

上
府
女
性
部（
平
木
幸
子
部
長
）

は
９
月
20
日
、
上
府
町
三
宅
集
会

所
で
恒
例
の
『
ヘ
チ
マ
化
粧
水
作

り
』
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
活
動

は
約
30
年
に
わ
た
っ
て
受
け
継
が

れ
て
い
る
上
府
女
性
部
の
大
切
な

年
中
行
事
で
す
。

５
月
に
ヘ
チ
マ
の
種
か
ら
育
て

た
苗
を
部
員
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
自

宅
で
大
切
に
育
て
ま
し
た
。
中
秋

の
頃
、
根
元
か
ら
70
～
80
㎝
の
と
こ
ろ
で
茎
を
切
り
、
集
め

た
ヘ
チ
マ
水
を
使
用
し
ま
す
。
今
年
は
、
15
名
の
部
員
が
協

力
し
、
取
り
た
め
た
約
35
ℓ
の
ヘ
チ
マ
水
を
大
鍋
で
半
分
の

量
に
な
る
ま
で
煮
詰
め
、
ろ
過
し
た
後
、
エ
タ
ノ
ー
ル
や
グ

リ
セ
リ
ン
な
ど
の
薬
剤
を
加
え
て
仕
上
げ
ま
し
た
。「
今
年

は
日
照
り
が
続
き
、
ヘ
チ
マ
水
が
ど
れ
だ
け
採
れ
る
か
心
配

だ
っ
た
が
、
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
良
か
っ
た
」「
肌
に
付
け

る
と
し
っ
と
り
モ
チ
モ
チ
し

て
、
と
て
も
良
い
」
と
満
足

そ
う
な
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま

し
た
。
出
来
上
が
っ
た
化
粧

水
は
５
０
０
ml
ず
つ
小
瓶
に

分
け
て
各
自
持
ち
帰
り
ま
し

た
。
み
な
さ
ん
も
天
然
の
恵

み
成
分
が
た
っ
ぷ
り
詰
ま
っ

た
ヘ
チ
マ
化
粧
水
作
り
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
い
わ
み

中
央
女
性
部
（
平
川
節

美
部
長
）
は
、
地
域
の

女
性
リ
ー
ダ
ー
育
成
と

食
農
教
育
の
推
進
を
目

的
と
し
て
、新
た
に「
フ

レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会
」

を
設
立
し
ま
し
た
。

同
女
性
部
で
は
部
員

の
高
齢
化
が
進
み
、
会

員
数
が
減
少
し
て
い
ま

す
。
一
方
、
Ｊ
Ａ
し
ま

ね
い
わ
み
中
央
地
区
本
部
で
は
Ｊ
Ａ
女
子
大
学
の
１
期
～
７

期
の
卒
業
生
か
ら
な
る
Ｏ
Ｇ
会
を
別
途
組
織
し
て
き
ま
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
活
動
が
一
部
停
止
し
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
に
、
Ｏ
Ｇ
会
を
対
象
と
す
る
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部

会
」
を
新
設
し
、
女
性
部
と
連
携
し
て
地
域
全
体
の
活
動
を

活
性
化
さ
せ
る
案
を
検
討
。

Ｏ
Ｇ
会
の
対
象
者
93
名
に
対
し
、
フ
レ
ミ
ズ
加
入
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
加
入
を
決
定
し
た
14
名
を
核

に
設
立
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
女
性
部
と
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
の
連
携
を
軸
に
、

研
修
会
の
開
催
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
の
共
催
、
子
育
て
支
援
の

取
り
組
み
な
ど
、
地
域
の
食
と
暮
ら
し
を
支
え
る
活
動
を
推

進
し
て
い
く
予
定
で
す
。

平
川
部
長
は
、
挨
拶
の
中
で
「
地
域
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
を

育
て
、
Ｊ
Ａ
の
活
動
と
地
域
を
結
ぶ
橋
渡
し
役
と
し
て
今
後

も
協
力
し
て
い
く
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

い
わ
み
中
央
地
区
本
部

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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2025年10月号

害虫の少ない冬だからこそ、寒さに負けずに野菜づくりを行いたいですね。
畑作業が一段落する冬ですが、寒い時期でも防寒用資材をトンネル状にかければ12月からの栽培も可能とな
ります。冬の露地栽培で安定した収量と品質を得るために効果的な防寒対策として「トンネル栽培」に挑戦し
てみませんか？

１．トンネル栽培とは？
「トンネル栽培」とは、防寒用シートを畝（うね）にトンネル状にかけて冷気をさえぎる栽培方法です。シー
ト越しに日光が当たるとトンネル内の温度が上がり、発芽や生育に必要な温度を保つことができるので、真冬
でもおいしい野菜を作ることができます。また、トンネルをすれば霜や雪が当たらないので野菜が長持ちし、
長期間収穫ができるメリットもあります。

２．どんな野菜が栽培できる？
寒さに強いホウレンソウ、小松菜、水菜、高菜などの葉菜類、ニンジン、大根、カブなどの根菜類などいろ
いろな野菜ができます。例えば10月中旬まきのホウレンソウなどは、本格的に寒くなる11月下旬からトンネル
をすれば、年末年始の葉物野菜が高騰する時期にちょうど収穫サイズに成長するので、寒さにあたってさらに
糖度が増し、甘みのあるホウレンソウが遅くまで楽しめます。

３．どんな品種を選べばいい？
気をつけるポイントとしては、冬でも育てられる品種を選びます。ただし、品種を選ぶ際には低温などの条
件下でトウ立ち（花をつける茎が伸びること）が起こりやすいものもあるので、冬の寒い時期でも種まきが可
能かどうか、野菜の栽培適期や特性についてあらかじめ確認が必要です。

４．どんな資材を使うのがおすすめ？
主な資材はトンネル用の支柱と防寒シートです。
防寒シートの素材には「農ビ」、「農PO」、「農ポリ」などがあります。素材ごとに特性があるのでトンネル栽
培を行うにあたり重視するものによって使い分けしてください。（例えば「農ビ」は厚手なので保温効果が高く、
「農ポリ」は軽くて薄い特徴があります。）

５．トンネルの作り方
●支柱を立てる
種を播いたら畝の上をまたぐようにしてトンネル用の支柱を垂直に
挿し込みます。
支柱を立てる際、トンネル天井部の高さが揃うよう、土に挿し込む
深さを一定にします。支柱の間隔は基本的には70～80㎝程でOKで
す。風が強い地域の場合は40～60㎝など間隔を狭めて調整します。
●防寒用シートを被せる
支柱を立てたら防寒用シートを被せます。シートの裾は土で埋め、
隙間から冷気が入り込まないようにします。

６．マルチと組み合わせるのもおすすめ
トンネルを作る前に、土壌の表面をマルチで覆うのもおすすめです。
冬の寒い時期のマルチングには、地表の温度を上げて生育を促進する
効果やトンネル内の多湿を避ける効果があります。

冬の畑を有効活用！トンネルを使った野菜栽培!!冬の畑を有効活用！トンネルを使った野菜栽培!!
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島根県西部農林水産振興センターからのお知らせ

来年度の水稲収量・品質アップに向けて今年のうちにできること

島根県西部農林水産振興センター農業振興部（TEL：0855-29-5618）

水稲の収穫もそろそろひと段落してきた頃だと思います。今回は、来年の水稲の収量と品質を向上さ
せるために今からできることについてお伝えします。

管内で発生したイネカメムシ

①秋起こし
【ガス湧き対策】

収穫後に稲株が残った状態を春先までそのままにしておくと、
稲株が分解されません。そうすると、代かき後に急激に分解が進
んでしまい、田植え後のガス湧きや根腐れの原因となります。
そのため、秋起こしは、稲わらを土中にすき込み、分解を進め

ることになるため、次年度の水稲作にとって重要な作業となりま
す。

【雑草対策】
秋起こしには、クログワイやオモダカのような多年生雑草の塊
茎を枯死させる効果もあることから、次年度の雑草対策にもつな
がります。

【イネカメムシ対策】
近年、発生を確認しているイネカメムシは、「ひこばえ」の穂を吸汁し、稲

株で越冬するという情報もあります。早めの秋起こしでイネカメムシの増殖
を抑えることができます。

②土づくり資材の投入
全国的に、土づくり資材のほ場への投入量が減っている状況です。水稲は好
ケイ酸植物といわれるとおり、多くのケイ酸を吸収します。その結果、茎が硬
くなり、稲株が倒伏しにくくなります。その他にも光合成の能力が高まったり、
水稲が高温にも強くなるため、収量や品質の向上につながります。

土づくり資材に含まれるケイ酸は水に溶けづらい成分ですので、秋起こし前に散布し、秋起こしで土に混ぜ
ることをおすすめします。
※おすすめの資材と施用量は、下段のJAからのお知らせを参考にしてください。

ガス湧きによる赤枯れ症状

JAしまねいわみ中央地区本部 営農経済部 農産課（TEL：0855-22-8818）
資材問い合わせ先

JAからのお知らせJAからのお知らせ
土づくりのためにおすすめの資材としては
　①ミネラルＧ：200kg/10a
　②田んぼの守：60～100kg/10a

のいずれかひとつをお勧めしています。
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2025 農業まつり開催予定表2025 農業まつり開催予定表
名　　称 会　　場 開催日時

第36回 さ ざ ん か 祭 り ふれあいジムかなぎ 11/１
11/２

土
日 10：00-15：00

第36回 弥 栄 産 業 ま つ り 弥栄イベント広場 11/３ 月㊗ 9：00-15：00

2025グリーンフェスタはまだ 石 央 物 流 団 地 内
虹のホールはまだ周辺 11/８ 土 9：00-13：00

み す み フ ェ ス テ ィ バ ル 三 隅 中 央 公 園
三隅中央会館ほか

11/８
11/９

土
日 10：00-15：00

旭 ふ る 里 ま つ り2025 旭体育館とその周辺 11/９ 日 9：30-15：30

2025ご う つ 秋 ま つ り パ レ ッ ト ご う つ 11/16 日 10：00-15：00

虹のホールはまだ 

令和 7 年 土
会場：虹のホール はまだ 

（浜田市下府町 1821-5 石央物流団地内） 

8:30～10:00  人形受付 
10:30～11:00  供養祭 
9:00～12:00  葬儀事前相談会 

11月２日日 ・ ３日月㊗ ・ ７日金　14：00～16：00 まで

浜田：虹のホールはまだ　 江津：JA 江津葬祭会館 

主催：株式会社いわみ中央 JA 葬祭センター 

電話：   0120-222-532  いわみ中央葬祭センター  浜田市下府町 1821-5 （石央物流団地内）  

       0120-522-354  JA 江津葬祭会館      江津市和木町 1136-35 

 

11月２日日　13：00～16：00 まで

三隅：旧三隅営農経済センター（虹のホールみすみ裏）

不燃物 （ガラス・金属・陶器・土製など） は、お受けできません。
ケースなど附属品は、はずしてお持ちください。  

11月8日
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農業用廃プラスチックの回収を行います
回　収
対象物

○肥料、飼料等のポリ袋　　　　　　　　　　○畦畔板（畔板シート）
○農業用ポリエチレンフィルム（農ポリ）　　○農薬空容器
○農業用塩化ビニールフィルム（農ビ）　　　○育苗箱

回収方法（事前準備：専用袋、ステッカーの購入・袋詰め等）
○回収袋20㎏・排出用ステッカーは1,000円（税込）です。
　JA各あぐり店で常時販売しておりますのでご購入下さい。購入時に「事前準備のやり方」を配布いたします。
○回収場所に委任状がありますので、持込時にご記入下さい。なお、印鑑が必要ですので、必ずお持ち下さい。

回収・処理経費
○回収・処理経費は、回収袋・ステッカーの販売代金に含まれており、その他代金はいただきません。

注意事項
☆指定日以外の回収は受付できません。住所地以外の地区への持込みは可能です。
☆プラスチックの農薬空容器は洗浄して、中身が入っていないことを証明するため底を必ず切断してお持ち下さい。
☆ビニール等は泥をきちんと叩き落とし、金属等の異物を完全に取り除いてから袋に詰めて下さい。
☆購入する袋は全て同じですが分別をして、一緒の袋には入れないでください。
　（例：肥料袋と黒マルチを一緒に入れる。ハウスビニールとマイカー線を一緒に入れる。）
☆袋に入らないもの（育苗箱・ハウスビニール等）は排出用ステッカーを貼って下さい。
　※苗箱等　１梱包 30 枚 まで　　ハウスビニール　１梱包 20 ㎏ まで
☆梱包したものは、収集運搬しやすいように必ず２箇所以上で固く縛って下さい。
☆搬入車には「産業廃棄物運搬車」の掲示が必要です。あぐり店でご確認ください。

回 収 指 定
日時と場所

令和７年11月12日㊌、13日㊍
午前８：30～10：00（次回は令和８年６月頃に行う予定です。）

12日㊌ 13日㊍
地　　区 場　　所 地　　区 場　　所
浜田地区 あ ぐ り 中 央 店 江津地区 江 津 ラ イ ス セ ン タ ー
弥栄地区 弥 栄 ラ イ ス セ ン タ ー 三隅地区 旧三隅営農経済センター
旭 地 区 旭 ラ イ ス セ ン タ ー 金城地区 金 城 ラ イ ス セ ン タ ー

お問合せ先：島根県農業協同組合 いわみ中央地区本部 営農経済部 経済課　TEL（0855）22-1128

実りの秋！国消国産

実施中JAJA直売所直売所キャンペーン2025キャンペーン2025
2025年10月1日㊌ 11月30日㊐開催期間

キャンペーン内容

キャンペーンに関するお問い合わせは

応募方法により 2コースがあります。

1 2JA 直売所に来店して
スタンプを集めて応募する

JA 直売所でお買い物をした
レシートの写真を送付して応募する

選べる！47都道府県の
農畜産物・加工品コース

LINEから！
国産和牛・オリジナルグッズコース

「実りの秋！国消国産 JA 直売所キャンペーン 2025」 キャンペーン事務局
TEL：0120-773-011　MAIL：2025info@ja-kokushokokusan.com
事務局設置期間：2025年 9月 16日㈫～ 2026年 3月 31日㈫
※返信対応時間は 10:00-17:00
※キャンペーン実施期間（2025年 10月 1日～ 2025年 11月 30日）は、土・日・祝日のお問い合わせも承っております。
※キャンペーン実施期間外は、土・日・祝日・年末年始のお問い合わせ対応はできかねます。
※お問い合わせの際は、担当の JA直売所名をお名前をお知らせください。

キャンペーン
特設サイト

ご
来
店
お
待
ち

ご
来
店
お
待
ち
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住宅ローン
マイカーローン

…ほか

JAしまね いわみ中央統括支店ローンセンター
〒697-0024 島根県浜田市黒川町3741

℡（0855）22-8816　FAX（0855）22-0203

お問い合わせ

ローン休日営業 開催中！

受付時間／9：30～15：00

令和７年11月 22日

©よりぞう

いわみ中央地区本部いわみ中央地区本部
１階浜田支店で１階浜田支店で
お待ちしております‼お待ちしております‼

年金相談会
11月７日㈮
江津支店
午後３時から
午後７時まで

サプライズ

旭町和田　K ・ Mさん

『デストロイヤー』
ジャガイモ：グランドペチカ

旭町今市　M ・ Oさん

『おんぶ』
ニンジン

江津市　匿名さん

『ねじねじネクタイ!?』
ダイコン

☎
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